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<図>　調査対象地域における活動　調査対象地域における活動組織相関図

ヒアリング対象者-谷中学校・NPOたいとう歴史都市研究室代表者 ヒアリング対象者-街づくり協議会・NPOステキ総合研究所代表者等ヒアリング対象者-まちづくり協議会・粋なまちづくり倶楽部代表者

１．研究の背景・目的１．研究の背景・目的

　2000年の代官山アドレス建設を機に、代官山地域では

次々と新しい建築や開発が生まれ、地域住民の生活に大

きな影響を与えている。そして、まちづくりに関わる地

域活動組織としては、既存の町内会等の地縁型組織に加

え、地域の生活環境をテーマに新住民や来街者を巻き込

んだ街づくり協議会が生まれるなど新・旧住民による地

縁型とテーマ型の活動組織が共存している状況である。

しかし、重層的に存在するこれらの活動は活発になりつ

つあるものの、現段階では活動組織間の交流がほとんど

ないというのが現状である。

　本研究は、代官山地域における重層的な地域活動組織

の実態を調査・把握し、個々の活動組織が互いに地域の

情報や課題を共有しながら、代官山地域のまちづくり活

動に展開させるには、どの様な方法があるのか検証・考

察することを目的とする。

２．研究の方法２．研究の方法

　①代官山地域における種々の活動組織について行政資

料・インターネット等により把握する。②各活動組織の

代表者にヒアリング調査を行う。③先進的なまちづくり

が展開している地域へのヒアリング調査を行い、代官山

地域の現状と比較・分析する。なお、対象地域は行政区

分による渋谷区恵比寿地区の代官山地域とする。

３．代官山地域における重層的地域活動組織３．代官山地域における重層的地域活動組織

　<表>はヒアリング調査等により代官山地域における主

な地域活動組織の発足と活動の経緯をまとめたものであ

る。生活環境系の「良好な生活環境を守る会」は高層ビ

ルの建替計画に対する紛争が契機となり発足するが、そ

の後地区計画策定を意図してこの会を引き継ぐ形となっ

た「街づくり協議会」の活動はなかなか地域に浸透せず

地域住民や町内会などの地縁型組織から理解が得られて

いない状況である。そのため行政から認定された団体と

して位置付けられていない。一方、行政とのパイプ役と

しては依然として地縁型組織が重要視されている。また

代官山地域の特性を反映して、商業を含めた地域活性化

をはかり地域の内外に情報を発信してきた組織や、来街

者と共にマイペースで活動しているサークル系の組織も

みられる。しかし、これらの地域活動組織は相互に接点

を持ちながらも、地域環境の変化に対応したまちづくり

活動を展開する共通基盤を持たずに今日に至っている。

４．まとめ４．まとめ

　<図>は先進的まちづくりを展開している地域におけ

る地域活動組織の相関図をヒアリング調査によりまとめ

たものである。神楽坂・谷中では地縁型組織を中心に行

政の支援の下で「まちづくり協議会」が発足しており、

この協議会を中心にまちづくり活動がはじまっている。

これを取巻く各組織は、協議会のサポート的存在であり

ある部分では事務局機能などの実質的な活動を請負い、

共にまちづくりを進めている。また、両地区とも各組織

が連携して拡大していくための「つなぎ」の役割を果た

す組織や個人が存在しており、地縁型組織とテーマ型組

織を結び付けている。代官山では、この「つなぎ」の存

在がまだ見られず、一つ一つの組織が小さくバラバラで

ある。現在代官山地域では、新たな組織間の交流が図ら

れつつあり、こうした活動を積み重ねていく中で、神楽

坂や谷中のような組織間の連携が図られ、行政との協働

のまちづくりへの展開が可能となるということが明らか

となった。
参考文献：岩橋謹次/「代官山」-ステキなまちづくり進行中-/繊研新聞社/2002年1月10日
前田 礼/ヒルサイドテラス物語-朝倉家と代官山のまちづくり-/現代企画室/2005年12月25日
三十周年記念誌/渋谷区/1992年4月15日・太田直樹・森崎伸也/谷区代官山地域における土地
の履歴とまちの記憶/東海大学建築学科/2003年
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<表>　代官山地域における活動組織の発足　代官山地域における活動組織の発足及び経緯

1996

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

1920

1930

1950

1970

1980

1990

1992

(大正9年)

(昭和5年)
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(平成4年)

(平成8年)
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(平成12年)(平成12年)

(平成14年)(平成14年)

(平成16年)(平成16年)

生活環境系 地域活性化系
時代背景・地代背景・地縁型組織型組織

サークル系

テーマ型組織型組織

代官山ホームページ
の掲示板から生まれ
たゴミ拾い部隊。駅
前を中心に月1で活
動を行っている。会
社員や主婦・学生な
どが参加しているが
来街者の参加も多い
。ゴミ拾い活動の他
にもハロウィーンな
ど地域のイベントに
も積極的に参加して
いる。2005年9月で5
周年を迎えた。

関東大震災復興事業。住民同士の交流を考え
た配置計画がされていた。文化人等が居住し
建築当初は地域社会との関わりは薄かった。

住宅501戸と商業店舗やスポーツ
施設などで構成される36階建高層
型複合施設。公園や通路には同潤
会アパートのなごりも残す。地下
には東京電力変電所が入る。

東急東横線全線開通
東急東横線代官山駅開業

同潤会代官山アパート解体イベント
(恵比寿地区自主防災訓練)

恵比寿地区は恵比寿地域10町会
代官山地域6町会。全16町会。

代官山周辺の加速する環境変化
への対応として地域・組織との
連携や更に積極的な活動が必要
とされるため代官山地域で初の
特定非営利活動団体を目指す。

2006年1月現在実質的活動は行っていない 2006年1月現在実質的活動は行っていない

住民高層化案反対

青少年活動活発化
こども会の見直し
代官山はこども会不毛地区

オフ会

オフ会でゴミ拾い
活動具体化

同潤会代官山アパート完成

代官山駅舎新装・完成

代官山駅元の位置に戻る

代官山地域の良好な
生活環境を守る会 代官山ビジネスネットワーク

「代官山ステキガイドブック02-03」

NPO法人承認

同潤会アパート取壊し決定

代官山地区市街地再開発事業工事開始

八幡通り沿いビルの建替計画発表
(21階建79ｍ)

計画変更(19階72ｍ)

計画変更(16階53ｍ)

うぐいす住宅建替計画発表(45階150ｍ)

うぐいす住宅建替計画白紙へ

ビル完成・入居開始

旧山手通りの地区計画都市計画決定

代官山アドレス完成

「第２回代官山ステキ発見フォトコンテスト」

「第１回代官山ステキ発見フォトコンテスト」

「代官山ステキガイドブック99」
代官山ホームページ

再開発組合長から
コミュニティ計画依頼

「代官山ステキガイドブック00」

代官山ステキ委員会

代官山ステキな
街づくり協議会

代官山の明日を考える会

代官山ステキ発見実行委員会

代官山ステキ総合研究所

猿楽町の良好な生活環境を
守る住民の会

d-cleaners

株式会社ASPI事務所設立

えびすふれあい広場実行委員

代官山地区再開発準備組合

代官山アパート団地再開発を考える会

代官山親隣会再発足

代官山親隣会一時解散

各町内会発足
恵比寿地区町会連合会

代官山商店会

代官山地区市街地再開発組合

マーケティングサポートなど
を行っていたが、代官山に事
務所を構えた事をきっかけに
ヒルサイドテラスのプロモー
ション事業などに関わる。様
々な繋がりを活かして代官山
地域でイベント活動を手がけ
ていく。

八幡通り沿いのビルが老朽化
を理由に超高層ビル建替計画
案を発表し、それに対し近隣
住民が計画の見直しを要求。
個々の建物に対してだけでな
く地域全体の問題として考え
て行こうと地区計画の導入を
目指し、まち歩き調査や定期
的に勉強会などを開催。住民
が90％を占める。

「代官山」という地域ブランドを
尊重し、ブランド強化と健全な地
域ビジネス活性化を目指し設立。
商店会とは違った形で代官山地域
の多くの店舗と関わりを持つ。
クレジットカード「I LOVE代官山
カード」発行。(略称DBN)

代官山そのものを研究対象とし
て、まちづくりに必要なデータ
を収集・研究・公開し地域に貢
献できるよう活動。地域シンク
タンクを目指す。

これからのどの様なまちづく
りを進めていくべきか、更に
本格的に活動していこうと地
域の有志が集い「守る会」と
は別途協議会を発足。情報交
換や交流の場となるよう活動
展開中。渋谷区の認証団体を
目指す。(略称代スキ会)

代官山駅前通り商店会代官山駅前通り商店会

たけのこの会

代官山に興味を持つ人が
掲示板に集まる

駅前周辺ゴミ増加

代官山インスタレーションスタート

地域の様々な組織が参加するプラッ
トホーム的イベント「えびすふれあ
い広場」の運営実行委員会。渋谷区
の青少年活動がモデル。毎年2000人
以上が来場する。

再開発決定は地域住民の理解なしでは
実現できなかったとして地域貢献とな
るようコミュニティ計画を立案。

参加者の一部が
移行する

渋谷区まちづくり条例施行

乗
降
客
・
商
業
店
舗
増
加

・声明文
・署名運動
・高度地区指定要望書提出

用途地域見直し

東横線渋谷～代官山駅間地下化決定

第１回代官山落書き消しタウンワーク

第２回代官山落書き消しタウンワーク

渋谷駅周辺整備ガイドプラン21

「(仮)ひまわり活動」立案 地域協働活動として代官山アドレス横の空地にひまわりを植え育てる

建築/たたずまい/文脈/交通環境/オーラルヒストリー等サロン活動

渋谷区都市マスタープラン21
駅周辺：地域特性を活かした生活サービス機能の維持・向上
住宅地：良好な住環境の維持・形成

ヒルサイドテラス A・B 棟完成

代官山駅ホーム延長
工事に伴い仮設駅設置

雪だるまの会雪だるまの会 仮設駅の本駅化
要望等により工事難航。廃駅問題化す
るが住民運動により元の位置に復活。

老朽化問題等を理由に再開発提案。
事業協力者としてデベロッパーを募る

青少年活動の必要性
を感じた地元の高校
生によってつくられ
た有志のこども会。
大人も付添うが実質
的な指導は中高生が
行う。月1で行われ
る活動を通して自然
に様々な事が学んで
いけるこの環境はこ
ども達のリーダー育
成の場として大きな
役割を担っている。
保護者や地域からの
信頼も厚く、小学校
とも連携している。

26年間続いている


